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六ヶ所村

三沢市

〜上⼗三・⼗和⽥湖広域定住⾃⽴圏情報〜

　上十三・十和田湖広域定住自立
圏圏域のイベント情報をお届けし
ます♪

七戸町

東北町

▼とき　８月20日㈯
　　　　午後２時（正午開場）

▼ところ　東北町清水目オートキャ
　　　　　ンプ場
問上十三若者ネットワーク９根
（原田）☎090-1855-6199

東北 techno music festival
⾳夜祭 2016

六ヶ所村村村村村みんな
で

出かけ
よう

三沢まつり

▼とき　８月19日㈮～８月21日㈰
　※８月18日㈭は前夜祭

▼ところ　中央商店街区
問三沢市商工会　☎532175

2016横浜町ふるさとのまつり

▼とき　８月14日㈰

▼ところ　三保野公園ほか
問横浜町産業振興課
　☎0175782111

▼とき　８月18日㈭～８月21日㈰

▼ところ　野辺地町内
問（一財）野辺地町観光協会
　☎0175649555

2016のへじ祇園まつり

▼とき　８月６日㈯～９月４日㈰
　　　　午前10時～午後５時30分

▼ところ　鷹山宇一記念美術館
▶入館料　一般・大学生850円、中・高
　　　　　校生500円、小学生300円
問鷹山宇一記念美術館　☎625858

模型のタミヤがやってきた展

「十和田と
大
お お ま ち

町桂
け い げ つ

月」

　

太
田
吉
司
は
、
風ふ

う
こ
う
め
い
び

光
明
媚
な
十
和
田
を

世
に
紹
介
し
た
い
と
中
村
理
蔵
（
切
田
）

に
相
談
。
理
蔵
の
義
兄
江
渡
省
三
が
鳥
谷

部
春
汀
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

依
頼
を
受
け
た
春
汀
は
、
自
身
が
編
集

長
を
務
め
る
博
文
館
に
在
籍
す
る
大
町
桂

月
に
文
章
、
絵
は
平
福
百
穂
の
筆
を
持
っ

て
十
和
田
を
紹
介
す
べ
き
と
考
え
て
両
氏

を
誘
い
共
に
帰
郷
し
ま
し
た
。

　

上
野
か
ら
青
森
ま
で
列
車
で
26
時
間
を

要
し
た
頃
の
こ
と
、
明
治
41
年
８
月
27
日

に
現
八
戸
駅
に
到
着
。
五
戸
町
で
講
演
会

な
ど
の
後
、
新
郷
村
を
通
り
十
和
田
湖
畔

宇
樽
部
ま
で
歩
い
て
い
ま
す
。
そ
の
時

通
っ
た
道
は
、
宇
樽
部
開
拓
の
祖
・
三
浦

泉せ
ん
ぱ
ち八
が
開
削
し
た
道
で
、
案
内
者
は
、
泉

八
の
長
男
三
浦
道
太
郎
で
し
た
。

　

宇
樽
部
で
は
泉
八
の
家
を
宿
と
し
、
十

和
田
湖
を
見
尽
く
そ
う
と
、
徒
歩
や
舟
で

予
定
の
日
数
を
越
え
て
滞
在
し
ま
し
た
。

　

蔦
温
泉
で
桂
月
一
行
を
待
っ
て
い
た
吉

司
で
す
が
、
迎
え
に
出
向
き
奥
入
瀬
渓
流

で
合
流
。
翌
日
は
、
吉
司
の
案
内
で
﹁
松

見
の
滝
」
探
勝
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
三
本
木
へ
。
三
本
木
で
も
講
演
会

な
ど
で
２
泊
し
た
後
、
出
発
の
朝
、
宿
泊

し
て
い
た
安
野
旅
館
で
写
し
た
の
が
こ
の

写
真
で
す
。

　

桂
月
は
帰
京
後
、
紀
行
文
で
十
和
田
を

紹
介
し
全
国
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　
　
　

【
文
責
・
大
町
桂
月
を
語
る
会
】

写真上段左から
　太田吉

きちじ

司（沢田）
　大町桂月（東京）
　鳥

と や べ

谷部春
しゅんてい

汀（五戸町）
　江渡省

しょうぞう

三（相坂）
写真中段
　三浦一

くにお

雄（後の農林大臣）
写真下段左から
　平
ひらふく

福百
ひゃくすい

穂（秋田県角館）
　三浦道

みちたろう

太郎（五戸町）

　右の写真は、大町桂月が初めて十和田を清
遊した時の記念写真です。大町桂月の紀行文
と太田吉司の日記から明治41年９月６日朝、
安野旅館（現稲生町）で撮影されたものと分
かります。

野辺地町 横浜町
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